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Virginia WoolfのMrs.Dallowのにおける
神話的女性像

一一Peterの見る女神一一

島岡晃子

Hermann Brochは20世紀を‘'TheMythical Age"と名づけたと言われる

が， modernistのJamesJoyce， T. S. Eliot， D. H. Lawrenceたちがmyth

(1神話J) を用いて作品を展開し， ドイツ人である HermannBrochが

]oyceの手法の影響を受けてDerToddes陪rgil(rウェリギリウスの死J)

を書き， Thomas Mannは彼の「典型的普遍的全人類的なもの」への興味

とヨーロッパを吹き荒れるナチスへの抵抗の書としてアイロニーを用い

て神話の人物を具象化したJosePhund seine Briider (rヨーゼフとその兄

弟J) を書いた。またJamesJoyceはUlyssesをOdysseyを基にして書き，

EliotはTheWaste Landに神話的な象徴やシンボルを多用し， Lawrence 

のSonsand Loversでは息子の母への愛と憎しみというこつの気持ちが読

者にその小説には母神が存在するかのように思わせている(1)0 20世紀に

これほど「神話Jが注目されるのは SigmundFreudやC.G.Jungに代

表される心理学の飛躍的な発展の結果，作家たちの興味が人の心の動き

に集中するようになったからで， Freudは1900年DieTraumdeutungで，

すでに神話と人間の心理における関係に気づき， 1913年には Totemund 

Tabuに精神分析における神話の問題を大きく取り上げている。また

Joyceの手法に追従する Brochは「神話」 について次のように考えた。

Myth is the archetype of every phenomenal cognition of which the 

human mind is capable. (2) 
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しかしこのような文学界の流れに対して VirginiaWooHは“Freudian

Writers" (1920)で心理学・精神分析学の文学への汚染を危倶していた(3)。

なぜこれほど「神話」が作家たちを魅了するのかという問いには， r神
話」 とは何かを考えることもひとつの答えになると思われ， 'm"戸h'の語

源が重要な一つの手掛かりをわたしたちに示している。 G.S.阻rkのThe

Nature 01 Mythsによるとギリシャ語で muthosは‘utterance(something 

one says) ，であり，それが・somethingone says in the form of a tale， a 

story'という意味になった(4)。また‘logos'と対比されたり，後に mutho-

logia ‘mythology'といった合成語になり，‘some-thinglike “analytical 

statement" or even “theory" ，を暗に意味するようになった(5)。

そして以上のことから G.S. Kirkは次のようにまとめている。

From this contrast arose the exaggerated sense of‘myth' as‘untruth'， 

a sense that can be forgotten仕omnow on-which is not to deny that 

myths are predominantly fictional， imaginative creations rather than 

factual records. (6) 

またなぜ人々が「神話」 に魅了されるかについての答えとして， 回rk

は以下のように考えた。

Most people' assume that myths are a special kind of traditional tale， 

and that the qualities that make them special are those that dis-

tinguish them as profound， imaginative， otherworldly， universal or 

larger-than-life. (7) 

つまり 「神話の魅力」は深遠性， 想像性， 普遍性などの特性を有する

点であり， 特に読者との「共通項Jの設定に悩む modernistは「神話J

の持つ「普遍性」 に注目したのではないだろうか。
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Virginia Woolfが日:yssesに穏やかならない気持ちを抱き， T. S. Eliotと

は仲のよい友達であったことを考えると，彼女も彼らと同じように「神

話Jに関心をもっていると考える方が自然だが，彼女の作品には一日で

「神話jをモチーフにしたといえるものがない。しかし登場人物の美しさ

を描写する際に「神話」を用いている場面はある。例えば，Mrs. 

Dallowayに先だって書かれたNightand DayではRalphがKatharineの中

にgoddessのような美しさを感じて次のように考える。

She was a practical woman， a domestic wife for an inferior poet， 

endowed with romantic beauty by some企eakof unintelligent Nature. 

No doubt her beauty itself would not stand examination. He had the 

means of settling this point at least. He possessed a book of 

photographs from the Greek statues; the head of a goddess， if the 

lower part were concealed， had often given him the ecstasy of being 

in Katharine's presence. (8) 

また Mrs.Dallowayに続くおtheLighthouseでも読書をしない Mrs.

Ramsayに彼女の美しさのため旬leHappier Helen of our days'と詩人自

らその本に記して捧げ， William Bankes はMrs.Ramsayの電話の声を聞

いただけで彼女を‘Greek，blue eyes， s廿aight-nosed'だと想像したと書か

れている (9)。この Helenとはスパルタ王Menelauseの妻であり， トロ

イアの王子 Parisにさらわれトロイア戦争の原因になった女性の名であ

り， やはりギリシャ神話を思い起こさせる。また本論のMrs.Dallowの

ではユング派の ErichNeumannがいう“theTerrible Mother with a pre-

dominance of the tranceformative character" (10)と考えられる goddessを

象徴的に用いて精神科医のWilliamBradshawがいかに“Proportion"とい

う考えを人々に信じさせ，彼を訪れる患者たちに対して支配的であった

のかを次のように表現している。
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...Proportion has a sister， less smi1ing， more formidable， a Goddess 

even now engaged...in dashing down shrines， smashing idols， and 

setting up in their place her own stern countenance. Conversion is 

her name and she feasts on the wills of the weakly， loving to impress， 

to impose， adoring her own features stamped on the face of the 
.___ (11) 
popuJace. 

また Peterの内面の描写には精神分析的に「神話」を用い， 彼の心の中

にいくつもの女神像があることを読者に示している。例えばPeterが

Clarissaに自分が今恋をしていると彼女に打ち明けるシーンがある。

‘1 am in love，' he said， not to her [Clarissal however， but to some one 

raised up in the dark so that you could not touch her but must lay your 

garland down on the grass in the dark. (12) 

[italic minel 

しかしこの時PeterはClarissaに対してではなく「触ることはできない

が，花輪を暗閣の芝の上にきっとおけるようなそのような暗闇にいる誰

かjに語っている。その garlandは豊能・勝利の象徴であり herは女神

と考えることもできるのではないだろうか。そのほかにも Peterは

Clarissa以外の誰も自分の存在を知らないことの解放感を次のように表現

している。

1 haven't fe1t so young for years! thought Peter， escaping …合om

being precisely what he was， and feeling like a chi1d who runs out of 

doors， and sees， as he runs， his old nurse waving at the wrong 
.l____ (13) 
wmaow. 
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ここでは年老いた乳母がPeterを連れ戻そうと間違った窓から手を振っ

ているという比聡を使っている。女神には処女・母・老婆が多くそれぞ

れ若さ・創造・知恵を象徴している(14)。この乳母は彼と人生を共にし，

また Peterをいつまでも側においておきたいと思う知恵の女神だと考え

ることもできる。しかしその女神の手から逃れようとする感覚は母親か

ら自立しようとする息子の姿ともとれるだろう。

また RegentParkでPeterが夢を見る場面が問題を提起する。これまで

様々な議論がこの場面についてなされてきたが， Reuben Arthur Brower 

が1951年に以下のように述べている。

τbe passage-which is not a dream， though it covers the time while 

Peter is sleeping-is an enlarged symbolic version of Peter's experi-

ence with the girl and in part an expression of his desire for a more 

satisfactory relationship with Clarissa. As various echoes show， it is， 

like the experience on the street， a grand example of 'making up，' a 

vision of the consolatory woman who gives the kind of understanding 

which Peter had attributed to the girl and which he had not found in 

Clarissa. (15) 

つまり女性からの理解を求めるピーターの願望の視覚化と言うべきもの

だとしている。そして1970年に HarvenaRichterがthegrey nurseと

Peterの夢に関係を見いだして次のように考えた。

…the grey nurse who is knitting in Regent's Park beside the sleeping 

Peter Walsh enters his dream-phantasy metamorphosed into a series 

of protective yet vaguely threatening female figures. (16) 

Richterは編み物をしている乳母が保護的であるが漠然と怖がらせるよう
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な一連の女性の姿に変身して， Peterの幻想的な夢に入っているとした

が， そこにはまだ thegrey nurseの明確な役割は読まれていない。しか

し1971年にはAlicevanBuren Kellyが以下のように Clarissaにgoddess

の役割を与え始めたのである。

In his dream he [Peter 1 can …encounter the visionary Clarissa，who 
assumes the proportions of a goddess... (17) 

また].M. Wyatt はMrs.Dallowayに「死と再生Jというテーマを読み取

りPeterの夢を以下のように説明した。

In Peter's dream vision... a monumental woman compounded of s防，

trees， and ocean， representing the unity of existence beyond the 

individuallife， tempts the sleeper to leave the multiplity of this life for 

the ‘one thing'仕latembraces all. He turns away from the ‘fever of 

li吋nピtoaddress the figure with a death wish:‘let me blow to 

nothingness wi出 therest.' But he reverses himself， returning from 

the darkness of the forest to the light of his sitting-room to embrace 

his landlady， who represents the ordinary life of this world. (18) 

確かに Clarissaの‘double'と考えられる Septimusの死そしてパーティー

から姿を消してやがて帰ってくる Clarissaや仕lebattered womanの歌も

死と再生はテーマのーっとして浮かんでくるが，この Peterの夢の場面

からは少し考えがたいように思われる。

次に1975年には AvronFleishmanはPeterとClarissaが共有する超自

然的なイメージの一例として oldwomanの役割に注目した。そして草稿

のこの場面から Peterの夢に登場する‘thegiant figurぶには‘thepsycho-

logical projection of a feminine archtype'の性質を出版以前にはさらに
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強調していたと述べている(19)0 1981年には SuzetteA. HenkeがPeter

を“lessandrogynous than infantile"とし， Clarissaを“bo血 virginand 

mother: like the Christian figure of Mary..."と捉え以下のように述べた。

…he [Peterl can worship her [Clarissal only in the abs仕actguise of 
magna mater...・Hisidea of womanhood is streotyped and chivalric. (20) 

このような Henkeの捉え方は Peterの夢の解釈にも有効になり，そこ

に“E紅白Mo白er"，“anarchetypal Ceres (ギリシャ神話における De-

meter)"を見いだしている。そして1989年ElizabethAbel はthegrey 

nurseに大きく注目して次のように論じた。

In the present of the novel， the comprehensive， seductive， generative 

powers of the goddess shrink to the elder1y nurse sleeping next to 

Peter Walsh， and the “vision which proffer great cornucopias full of 

fruit to the solitary traveller， or murmur in his ear like sirens lol1oping 

away on the green sea waves" split into Sally Seaton's exaggerated 

maternity and the social graces of Clarissa， c1ad as a hostess in a 

“si1ver-green mermaid's dress". In a simi1ar1y self-contained narrative 

inter1ude， the mythic figure of woman voicing nature's eternal， 

wordless rhythms dwindles， in urban 1ρndon， to a batlered old 

beggar woman singing for coppers. (21) 

以上のようにさまざまな議論がこれまでなされてきたが，大きく二分さ

れると考えられる。一つは PeterとClarissaの関係から考えて Reuben

Browerのように Peterの夢に現れる女性像がClarissaであり，それが

PeterのClarissaへの願望であるとするか，また S.A. Henkeのように

Clarissaにgoddessの役割を与えその夢の女性像も goddessとした考え
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方がある。さらに，夢の女性像と thegrey nurseの関係から Havena

RechterやElizabethAbelがその夢の女性像をそれぞれthegrey nurseが

変身していると考えたり，夢の女性性という goddessの力がthegrey 

nurseに集まっているといった考えがある。また ReubenBrowerはPeter

の夢の女性像に“archtypalwoman"やgoddessを考えることはなかった

が，女性の視点や精神分析といった分野から書かれた SAHenkeや

Elizabeth Abel はPeterの夢に goddessの力を見ている。

ここで思うには，この Peterの夢の場面で注目すべき点は， やはり the

grey nurseの役割と Peterの夢に現れる様々な女神の姿ではないだろうか。

Peterの横で編み物をする thegrey nurseは織物，月の満ち欠け，予言，

癒しをつかさどる女神イシチェルと考えることもできるだろう。このイ

シチェルは祖母， 母， 白い貴婦人として知られているが，最古の言い伝

えでは世界の網の中心にいるクモであったそうだ(22)。彼女はゆったりと

堂々と座って命の布を織ることに至福を感じていると思われている。また

アテネとアラクネの神話から老婆の姿をしてアラクネと機織りの技を競っ

たアテネと考えることもできるだろう。

それではここでこれまでの解釈の文脈のうえに立って Peterの夢の場面

に解釈を加えていきたいと思う。まずthegrey nurseの描写から始まった。

In her grey dress， moving her hand indefatigably yet quietly， she[the 

grey nursel seemed like the champion of the rights of sleepers， like 

one of those spectral presences which rise in twilight in woods made 

of sky and branches. (23) 

このように thegrey nurseの描写から，先に述べた Peterを連れ戻そう

として手を振る theold nurseと同様に彼を守っているイメージが伝わっ

てくる。そして Peterの夢は以下のように続く。
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…if he can conceive of her， then in some sort she exists， he thinks， 
and ...rapidly endows them [branchesl with woman-hood; sees with 

amazement how grave they become; how majestically， as the breeze 

stirs them， they dispense with a dark flutler of the leaves charity， 

comprehension， absolution， and then， flinging themselves suddenly 

aloft confound the piety of their aspect with a wild carouse. (24) 

ここで solitarytravelerである Peterは枝々に女性性を， そして葉に敬神

を見ている。また thesolitary travellerは次のような女性にも出会った。

τbe solitary traveller is soon beyond the wood; and there， coming to 

the door wi出 shadedeyes， possibly to look for his return， with hands 

raised， with white apron blowing， is an elderly woman who seems (so 

powerful is this infirmity) to seek， over the desert， a lost son; to search for 

a rider destroyed; to be the figure of the mother whose sons have been 

killed in the batt1es of the world. (25) 

帰らない息子を待つこの白いエプロンの母の姿にもペルシア戦争で亡く

なっているアテナイ人の帰りを待つ，技芸と戦いの女神アテナをみるこ

とはできないだろうか。松村一男氏の『女神の神話学jでは i(アテナ

には)男子エリクトニオスが生まれる。アテナはこの子の養母になり，

その後エリクトニオスはアテナイの王になった。この結果， アテナイの

男性市民はみな懐疑的にだが， rアテナの子供達Jになるのである」と
ある (26)。また人間の姿になって娘のベルセポネを世界中探し歩いた穀物

と豊能の女神のデメテルのようにも思える。そしてまた別の家に住んで

いる女主人を‘thesolitary traveller'は窓越しに見た。
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...suddenly the outline of the landlady， bending to remove the cloth， 

becomes soft with light， an adorable emblem which only the recollec-

tion of cold human contacts forbids us to embrace. (27) 

J.M.Wyattはこの女主人が‘theordinary life of this world'を表すと考えて

いるようだが， Peterが夢の世界から徐々に現実の世界に戻ってきたため

に鮮明だった夢の中の人々の姿がぼやけてまたもとの姿になってしまった

とも考えられる。そして Peterの女性像が夢に女神の姿を借りて具体化さ

れていたとしても，彼はそんなことも知らずにまた日常生活を過ごすの

だろう。

また Peterはホテルに向かいながら Clarissaを次のように思っている。

...[Clarissa] always in this way coming before him...， cool， 

lady-like， critical; or ravishing， romantic， recalling some 

field or English harvest. (168) (28) 

Clarissaから“somefield"や“Englishharvest"を思い出すのは， やはり

Peterの心の中の女性像がDemeterといったような豊能・農業の女神像

と結び付くからではないだろうか。 Peterのように夢や空想の中に無意識

に女神の象徴が現れるのは，基本的に女性の力の正当性を認めることを

意味し，古代の女神信仰の伝統につながるスピリチュアル・フェミニズム

と考えることも可能である (29)。

また PeterはRegent'sParkを出てthebattered womanに出会う。この

場面からJ.M. Wyattは‘themyths of Ishtar and Aphrodite'を読みとり次

のように述べた。

So the earth-mother mourns her dead lover in the Adonis lament.τbe 

images identify woman and earth: her mouth is a hole in the ground， 
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her song the life-giving stream which springs from the earth. (30) 

また泉や水は宮の象徴でありそれを司るのが女性性であり‘thevoice of an 

ancient spring spouting from出eear血'は女神の声と解すこともできる。

しかし].Hillis Miller はthebattered womanが歌う歌を Rシュトラウ

スの歌曲集-Gilmの f最後の木の葉』からの8つの歌曲ーの8番目の

“'Allerseelen'であるという大発見をし，今日ではほぼ定説になっている。

確かに‘likea funnel， like a rusty pump， like a windbeaten tree for ever 

barren of leaves which lets the wind run up and down its branches 

singing... (31)から『最後の木の葉jという題を連想させられ'inMay'‘red 

asters'はGilmの詩と重なっているが次の部分は説明できていない。

...she [the battered womanl implored the Gods to lay by her side a 

bunch of purple heather， there on her high burial place which the last 

rays of the last sun caressed; for then the pageant of the universe 

would be over. (32) 

the battered womanはtheGodsにお願いしているのだから，“'Aller-

seelen"の内容との重なりを見るよりはWyattが“[tlhesong is dominated 

by imagery of the season (33)"と考えるように thebattered womanは愛の

歌を歌っており，この部分はその愛はめぐる季節のように永遠であると

いう彼女の心の風景が描かれていると考えるのはどうだろうか。ヨーロッ

パでは今でも春と夏の始めに5月を持ち込む行事として5月の木(メイ・

ツリー)を飾っている(制。そしてこの儀式は若い男女が一緒に森の中で

夜を過ごし5月の柱(メイ・ポール)を村に運びいれ， その周りで異教

の踊りをするそうだ。 thebattered womanが思い出している 5月を夏至

の日として 'longas summer days， i1aming'と響かせ，冬の儀式には冬を

表す老婆を最後に死刑の打ち首にして焼くという植物の再生のお祭りが
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あり，それは‘death'senormous sickle'の部分につながる (35)。また Peter

が彼女の歌に心打たれたのは，彼はどうしても断ち切れない Clarissaへ

の思いに悩まされていたが， the battered womanは当然のように「愛は

永遠だJと歌っているのを聞き Clarissaへの愛も永遠であることに気づ

いたからではないだろうか。

Woolfの描く女性たちを女神としてとらえる批評家にはJ.M. Wyattを

初めとする多くの批評家がいるが， JoyceやEliotそして Brochや

官lOmasMannなどの20世紀神話の時代を創った人物は文学が神話から受

け継がれている伝統の中にあるという考えや， 当時ドイツで台頭してい

たナチスへの批判として神話を用いたのに対して， Woolfが小説に取り組

んだのは主として登場人物の内面の描写における神話の利用であった。

Peterの夢の場面では Peterの女性(特に Clarissa)に対する思慕と依存

を精神分析的に用いていると思われる。それゆえに彼の Clarissaに， ロ

ンドンでやさしく Peterの帰りを待っていて欲しかったという思いが，

夢の中で白いエプロンをつけてドアの前でいつまでも帰りを待っていて

くれる母親の姿となって現れているのである。またWoolfはthebattered 

womanの恋人を思う気持ちを四季を描写することによって彼女の愛の永

遠性を表現しているが， これもまた Peterを通してその内面を描写して

いる。 Woolfは1919年に“ModernNovels"において人の内面は‘myriad

impressions'で占められており，そのような他愛もない絶えず変化する精

神を伝えることが作家の仕事であると述べた。 Peterの内面描写は，

Woolfのその宣言を実現したものだと考え，また Woolfのフェミニズム

的な思想に Peterの女性への思慕と依存を加味させ，小説に登場する女

性たちに女神の装いを持たせているともいえる。 Peterがなぜこれほど女

性に女神を見るのか， それはRichardDallowayやSirWilliamなどの男性

社会の一線で働く人物から見れば， Peterは被支配層であり，女性により

近い立場である。そんな自分を励ますように，彼は女性にその者以上の女

神の力を見ょうとするのではないだろうか。
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